
  

 

第１４４６回 例会 ２０２２年 (令和４年) ２月２８日 

（平和構築と紛争予防月間） 

 

前回（２月２１日）例会記録  

◇プログレス 平山 明彦 ＳＡＡ 

 

１．来客紹介  竹内  弘 親睦委員 

 ゲスト:１名 地区外：０名 地区内：０名 合計:１名 

 ゲスト：米山奨学生 郭 鑫 君 

 

 ２．会長の時間  宮原  彰 会長         

 

皆様こんにちは。 

本日は、日本電産の永守さんが最近出されたばかりの「成し遂げる力」という題名の本ですが、 

それを読みながら凄い人やなーと感心を通り越して、感動のシーンが何度も何度もありました 

ので、ご紹介させていただきます。  

永守さんと言えば日本電産の大小様々なモーターを造っている、今では世界に知られた 

企業の創業者ですが、創業が１９７３年で２８歳の時、従業員は３人、永守さんを入れて４人で 

日本電産を始めたそうです。 

 

 

本日のプログラム                       （本日のプログレス 平山 明彦 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「我らの生業」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 国際奉仕バズセッション  国際奉仕委員会 塩尻 明夫 委員 

・灯台もり 

・雪山賛歌 

・夜汽車 



 

 

人もいなければ金もない、設備はもとより技術も知名度もない、まさに ゼロからのスタートだったと書いています。 

創業された日は１９７３年の７月、夏の暑い日だったそうですが、自分の所らへ来てくれた３人の従業員に対して自分の 

目指しているのは、零細企業や中小・中堅企業でなく、規模は１兆２兆と言った兆円企業であること、そして精密小型 

モーターの分野では世界のトップになると言うことを１時間４０分にわたって明言されたそうです。 

１９７３年ですからざっと５０年たち、４人で始めた日本電産は今や世界に３００社を超えるグループ企業があり、従業員 

１１万人を超える世界一のモーターを造り出す企業になっておられます。 

本にもページの多くを割いておられますが、「一番を目指せ、力は後からついてくる。「とにかく一番を目指せと私が 

言い続ける理由は」いま、私たちは科学技術の進歩により「人生百年時代」を迎えようとしている。 

これから数十年にわたる人生を送ることになるだろう。 

その数十年は、かつて経験したことのない、大きな変化と混迷の時代になることは間違いない。 

これまでの常識は通用しなくなるし、思いもよらない苦難に襲われることもあるだろう。問題は、その中で私達がどんな 

人生を送るかである。あってはならないのは「負け犬」になってしまうことだ。 

世間の荒波に耐えきれず、うまくいかなかった理由を探し続けるばかりで、人生を後ろ向きに歩んでいく、こういう人は 

いわば、戦わずして負けている人である。せっかくの人生をそんな「負け犬根性」で生きていくのは、もったいないでは 

ないか。どうせやるなら、どんな分野であっても「一番」をめざせと私は言いたい。 

一番をめざすときは、人はもてる能力を最大限に発揮することができる。 

そういう生き方をするとき、幸運の女神は微笑んでくれ、人生は最高に輝くのである。 

このことを明快に示してくれた良い例が、わが日本電産サンキョースケート部に所属し、２０１８年の韓国で開催された 

平昌オリンピックで金メダルに輝いた高木菜那選手だ。妹である高木美帆選手は中学生の頃からスピードスケートの 

天才と呼ばれ、オリンピック代表として脚光を浴びてきた。一方の菜那選手は身長１５５センチと小柄で、妹の陰に隠れて 

目立たない存在だった。いつも美帆選手と比べられ、「オリンピックのオの字もいえない」つらい日々を送っていたという。 

そんな彼女に対して、私は厳しい言葉を投げかけ続けた。 

「何が何でも金メダルをめざせ」 「銀メダルや銅メダルで満足するな」 「一番以外は、全部ビリだ」と気合いを入れ続けた 

のだ。金メダリストには才能が必要なことはいうまでもない。しかし、それだけでは不十分だ。最後にものをいうのは努力、 

すなわち練習量であり、またそれを支える気概と執念なのである。 

すばらしい“潜在能力”をもっていながら、妹と比べられて自信を失いかけていた彼女にとって、きっと精神的にも 

肉体的にも厳しい日々であったと思う。しかし、彼女はへこたれなかった。 

想像を絶するような努力が実り、女性アスリートとして我が国で初めて、一つの大会で二個の金メダルをとるという 

偉業を成しとげたのだ。意識が変われば、その人がもっている本来の力が発揮されるものである。 

生まれつきの能力の差があったとしても、大きく見積もってせいぜい五倍ほどではないだろうか。 

しかし、意識の差はときに百倍もの差を生み出すのだ。 

世界一の企業をめざして経営していくなかで、私がいちばん注力してきたのは、人の意識をどう変えるかである。 

すなわち、やる気、気概、情熱、熱意、執念――そうしたものをいかに高めていくかということだ。そして、大きく意識が 

変わるのは、何事であれ、「一番」をめざすときである。だから、私は「一番をめざせ」 「一番以外は全部ビリ」とくり返し 

檄を飛ばし訴え続けてきた。 

携わる人たちの意識をいかに高めるかーそれは経営やビジネスだけにとどまらない、人が生きるあらゆる場面において、 

もっとも大切なことだと信じていると申されております。 

以上、日本電産の永守社長の著書「成しとげる力」より紹介いたしました。有難うございました。 

 

 



 

 

 

３．米山奨学金・ポリオ学習修了証授与 

 

宮原会長より、米山奨学生の郭鑫君へ米山奨学金とポリオ学習終了証が 

授与されました。 

その後、簡単に近況報告をしていただきました。 

 

 

 

 

４．委員会報告 

◎ 親睦委員会 岡本 真太郎 委員長 

まだまだコロナ感染の収束が見えない状況ではありますが、感染リスクを出来る限り抑えた親睦をと考え、 

春の親睦ゴルフコンペを計画致しましたのでご案内申し上げます。今回は「つるやカントリークラブ西宮

北コース」で開催致します。ご多忙とは存じますが、若手メンバーも多数参加致しますので、是非たくさ

んの先輩ロータリアンのご参加をお待ち致しております。 

 

⚫ 日時：2022年4月27日（水曜日） 

⚫ 場所：つるやカントリークラブ西宮北コース 

⚫ 住所：〒651-1421兵庫県西宮市山口町山口上山口2192 

⚫ 集合：8：30 OUTスタート４組 ①9：00 ②9：07 ③9：15 ④9：22 

⚫ プレー費：￥15,000（税込）（ランチ、１ドリンク、プレー後の会食、ソフトドリンクバー、キャディ付） 

⚫ 参加費：￥3,000 各種賞金あり 

⚫ 競技方法：ダブルぺリア方式 

⚫ 締切日：3月31日までに事務局までお願いいたします 

 

５．ニコニコ報告  岡本 真太郎 親睦委員 

片岡 会員・・・・結婚記念日のお花ありがとうございました。お蔭様で４５回目でした。 

岩崎、小島、中西、俣野、天野、岡本（真）、竹内、藤井、宮原、清水、北野、新川、中井、吉本、甚田、大嶋、伊藤、 

井澤、岡本（茂）、澤田、坂本、中嶋、山川、沖、 

各会員・・・・北京オリンピック カーリング女子銀メダル! 素敵な笑顔をありがとう! 

 

６．出席報告 平山 明彦  ＳＡＡ 

会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３７名 出席会員数 ３３名（内ZOOM３名参加） 出席率 ８９％ 

第１４４３回（1月 24日） 修正出席率 ９７％ 

 

 

 

 

 



 

 

 

７．フリートーク 

はじめに、年男（寅年）の中西会員に今年１年の抱負等お話をしていただき、次に沖会員より、 

奉仕活動についてお話をしていただきました。 

その後、テーブルごとにディスカッションしていただきました。 

 

 

          

            ★３月例会予定★ 

                   

 

 

 日  司会 プログラム 歌 その他 
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・水と衛生月間 

 

・3/26PETS 

 

 

 

 

 

片岡                                                                       卓話：大嶋会員 「君が代」 

「四つのテスト」 

お誕生日お祝い 

クラブ協議会４階「白鳥の間」１３：４０～１５：４０ 

事前打合せ３１階「カトレア」１１：５０～１２：２０ 

お食事：洋食 

 

14 

 

 

片岡               

                              

卓話：藤井会員 

     

 

「我等の生業」 理事会３１階「カトレア」１３：４０～１４：４０ 

お食事：軽食 

28 

 

 

片岡           卓話： 

北條達人様 

 

「ロータリー賛歌」 

 

次年度理事会３１階「カトレア」１３：４０～１４：４０ 

お食事：和食 

  


